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政策分析技法入門　第10講　（2001年６月14日）

第10講　連立方程式と行列・行列式２―――連立方程式の解法

（１）講義の目的
　１）連立方程式の解法に不可欠な逆行列と行列式の概念を理解すること。 

　２）逆行列を利用した連立方程式の解法を理解すること。 

（２）逆行列と行列式 
　　単位行列：正方行列Aについて、AI = IA = Aとなる行列Iを「単位行列」という。

　　　　　　　単位行列は対角要素が1、それ以外の要素が0の正方行列である。

　　逆行列：
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について、
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を満たす逆行列を求めてみる。

　　　　逆行列
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を満たす行列
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である。

　　　　つまり、以下の連立方程式を満たすa,b,c,dを求めればよい。
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　・２次の正方行列の逆行列

　　　一般に、
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について、
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　　　このDを、行列Aの行列式という。

　　　
[image: image12.wmf]0

¹

D

ならば、
[image: image13.wmf]ú

û

ù

ê

ë

é

-

-

=

-

11

21

12

22

1

1

a

a

a

a

D

A

である。

　　　（D = 0 のとき、A は逆行列を持たない。）
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 　　※多次の行列の逆行列はEXCELを用いて求める。

（３）逆行列を用いた連立方程式の解法

　　x，yについての連立１次方程式　
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　　行列を用いて　
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　と書ける。

　　ここで、
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　とおくと、

　　与えられた連立方程式は、AX = B の形に表される。
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となり、連立１次方程式の解が決定する。

　例：次の連立１次方程式を、逆行列を用いて解け。
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答　　

、　

解


· 多元の連立方程式はEXCELを用いて逆行列を求め、解を導く。

＜補足＞　行列の演算法則　…一般に、次の演算法則が成り立つ。

　加法の交換法則　　A +B = B + A

　加法の結合法則　　( A + B ) + C = A + (B + C ) = A + B + C 

　行列の実数倍（k, lを実数とするとき）

　　結合法則　　 　 ( k l) A = k( l A ) 
　　分配法則　　　　k ( A + B ) = k A + k B、( k + l) A = k A+ l A 

　乗法の結合法則　　( AB ) C = A (BC ) = ABC
　乗法の分配法則　　A (B + C ) = AB + AC、( A + B ) C = AC + BC

                   (k A) B = k ( AB ) = A (k B )

　　※乗法の交換法則については、一般には成り立たない。

演習問題＜第10講＞

　次の連立１次方程式を、逆行列を利用して解け。
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＜解答＞ http://www.ritsumei.ac.jp/~hondayut/seisakubunseki/2001/ansa.doc
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